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４．まとめ 

 
本研究では、コンクリート系の歴史的構造物の含水分布や埋設物、ひび割れの検知のためのセメント系材

料の電気インピーダンストモグラフィの実現可能性について、トモグラフィ画像構築のための測線となるイ

ンピーダンスについてセメントモルタルを対象に基礎研究を行った。その結果、本研究の範囲では次のよう

な知見を得ることができた。 

1) セメントモルタルに対するインピーダンス測定において印加電圧が小さい場合は高周波数域で微細なば

らつきが生じるため、印加電圧を大きくしたほうが測定値が安定する。また、測定対象と電極間の距

離を考慮する必要がある。 

2) インピーダンスの測定からセメントモルタル中の水分量の把握は可能であるが、実構造物を対象とした

長時間の測定の場合には測定中に含水状態が変化しトモグラフィ画像構成の際に誤差が生じる可能性

がある。 

3) 導体の埋設物の場合は、埋設物とモルタルの間に電気二重層が形成されるためインピーダンスの測定値

の大小からセメントモルタル中の存在有無および電極との距離の判別が可能である。 

4) 不導体の埋設物の場合は、電圧印加時に不導体自体の電荷移動が少ないためインピーダンスとしては周

囲のモルタルの情報が大きくなると考えられる。そのため、一対の電極の測定値だけでは埋設物の判

断が困難である。これは、実構造物を対象としたインピーダンス測定に散見される問題で、インピー

ダンスの大小のみでは実態とかけ離れた診断を行うことがよくある。本報でも一対の電極間のインピ

ーダンスの大小の比較を行ったが、やはり一対の電極では埋設物の情報が既知であっても正確な診断

が困難な場合があった。よって、この理由により不導体を対象としたインピーダンス測定にこそEITの
適用が重要であるといえる。インピーダンス情報を重ね合わせてトモグラフィ化するためには位置情

報を有する複数の電極対による測定が重要で、この情報を基にした逆解析により得られる二次元的な

マップが不導体を含む複合体の診断には必要であると考える。 
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The subject area taken up as a case study in this research is Kannawa district, Beppu city. Its area has a lot of vacant 
houses that were damaged by the 2016 Kumamoto Earthquake. In recent years, the utilization of vacant houses is 
gradually progressing in Beppu. Seismic repairs are rarely included in the utilization of vacant houses, but if they are 
done at the same time, they may lead to disaster prevention and mitigation in the area. In this study, we clarify the current 
situation of vacant houses and evacuation shelters in the target area, and consider the possibility of disaster prevention 
and mitigation of the vacant houses utilized. 
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街街路路ををままたたぐぐ燃燃ええ広広ががりりにに対対すするる  

平平入入町町家家のの延延焼焼抑抑止止性性能能評評価価とと要要因因分分析析  
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In many historic areas of Japan, traditional townhouses with side-gabled roof are in line with both sides of the street. 
According to one theory, it is believed  that such a streetscape has been created historically to prevent the fire spreading 
from  across the street ; however, the effectiveness is not revealed. In this paper, to evaluate effectiveness of fire spreading  
mitigation caused by traditional houses with side-gabled roof, the analysis of fire spreading was conducted for each one 
constructed in early modern and modern period using mathematical fire spread model based on fire experiment. The result 
shows that early modern’s one delay the fire spread compared to modern one. The result indicates that the eaves height 
of townhouse influence the speed of fire spreading. 
 
Keywords: traditional house, side-gabled roof, forecast of fire spreading, fire spread model 
 
 
１．はじめに 
 
(1) 研究の背景 

 日本各地には歴史的集落・町並みが数多く存在する。重要伝統的建造物群保存地区（以下、重伝建地区）

は、中でも歴史的価値の高い町並みとされ、43道府県101市町村123地区※1)が保全の対象となっている1)。し

かし、多くの重伝建地区は木造の建物が建て詰まり、火災発生時には容易に延焼火災へと発展する危険性を

抱えている。このため今後も保全を続けていくには、町並みの火災特性を把握した上で、町並みと火災安全

の調和を図れるような対策を講じていくことが欠かせない。 
一方、重伝建地区を始めとする歴史的な町並みは、その長い歴史の中で幾度もの火災を潜り抜けてきた結

果として今に遺されてきたともいえる。そのため、歴史的な町並みでは火災の被害を最小限に抑えるための

工夫が、建築様式や町並みとして昇華され、伝統的な景観を形成している場合も少なくない2)。 
全国の重伝建地区の中には、街路を挟んで平入の軒が向かい合う伝統的な町並景観が多くみられるが、近

年では、こうした町並みそのものも防火上の工夫であったとする仮説が提唱されている。それによると、屋

根を街路に向け軒を低く保つことで、街路を挟んで向かいから吹き上がる火炎の影響を回避していたと考え

られている2)。 
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